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【専攻】農学分野で必要とされる情報収集・分析能力，批判的 山地域で生じる土砂生産現象のメカニズムや流出してくる土砂
思考力を有し，農学分野での研究成果を発信できるグローバル の挙動について理解し、土砂災害対策の考え方や今後の砂防事
な情報発信能力を有する。 業の望ましいあり方について考察する力を身につける。

⇔

授業の概要 土砂の生産域である荒廃山地や渓流の地質的・地形的特徴について知り，山地域で生じる土砂生産現象
のメカニズムや流出してくる土砂の挙動について，土質力学や土砂水理学の基礎的知識を習得すること
により理解を深める。さらに，土砂災害対策の考え方や自然環境保全をも視野に入れた今後の砂防事業
の望ましいあり方についても考察する。また，必要に応じ適宜，社会で活躍されている治山・砂防関係
の技術者に講師を依頼し，地域が抱えている課題や課題解決への取り組みについて紹介してもらう。

Contents: This lecture will offer the knowledge about public function of forest, for example,  water 
conservation, disaster prevention function of forest, and will discuss the idea and technique 
for preservation and restoration of forest.    

授業計画 第１回：山岳地域に対して砂防事業を実施していく上での問題点や今後の課題
第２回：激変する社会情勢や多様化する国民のニーズに呼応した砂防事業
第３回：近年発生した土砂災害所事例紹介
第４回：中山間地域で発生する土砂移動現象や災害の実態と課題の抽出
第５回：中山間地域での土砂災害対策のあり方
第６回：崩壊・地すべりの発生メカニズム
第７回：土石流の発生メカニズム
第８回：土壌侵食の発達過程とメカニズム
第９回：土砂災害対策：ハード対策
第１０回：土砂災害対策：ソフト対策
第１１回：森林の多目的機能
第１２回：土砂移動に対する森林の直接的効果
第１３回：土砂移動に対する森林の間接的効果
第１４回：森林を利・活用した土砂災害対策のあり方
第１５回：中山間地域を対象とした治山・砂防計画の行方
定期試験

成績評価の方法 授業への積極的な取り組み(姿勢)や講義中に実施する演習形式での論議，及び授業後に作成したレポー
トや定期試験の結果を基に評価する。

成績評価の基準 総合得点が90点以上を秀，80～89点を優，70～79点を良，60～69点を可，59点以下を不可とする。

事前事後学習の
内容

週末などを利用して積極的に山地域や河川を訪れ，山岳地域の自然にふれることで山岳地域の現状や山
地保全の必要性を体感し，自分なりに検証し，解決策を見出そうとする取り組みの姿勢が重要です。

履修上の注意 既往研究論文を十分読みこなし，授業やプレゼンテーションに役立てること。

質問,相談への対
応

　質問や相談は,講義終了後を原則としますが,適時，研究室及びメールでも受け付けます。
　場所：森林棟2F流域保全学研究室
　メールアドレス：t_daizo@shinshu-u.ac.jp

学生へのメッセ
ージ

　週末などを利用して積極的に山地域や河川を訪れ，砂防施設にふれることで砂防計画(対策)の実際を
体験的に検証し，自分なりに評価してみることが重要です。

【教科書】 適時，参考となる関連論文などのプリントを配布して講義を進める。

【参考書】 特に事前の指定はないが、適宜提示する。


